
生
活
保
護
利
用
者
の

「
人
と
し
て
の
生
活
」
保
障
を
考
え
る
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活
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災
地
に
お
け
る
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活
保
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の
現
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村
　
幸
仁
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―社会保障・税一体改革に抗する理論学習に最適―  
 鋭い時代認識と社会福祉研究の課題を常に発信し
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 社会問題、社会運動、政策主体の三つの主要モメ

ントを基軸に据える｢三元構造論｣、政策による対象を

｢対象化された対象｣と構成する論理、｢福祉労働｣を

政策と対象の媒介として考えるなどの基本概念は、社

会福祉の市場化が進み社会福祉とは何かが改めて

問われる今日も、基本とされるべき有効なものです。  
社会福祉実践や研究活動、社会保障運動などで

の理論学習にお役立て下さい。 
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三
〇
〇
余
年
前
か
ら
村
人
の
暮
ら
し
の
大
事
な
核
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
大
鹿
歌
舞
伎　

　長野県飯田・下
しも

伊
い な

那は近世から農村芸能が盛んな地域で、大
おおしか

鹿・下條・平
ひ ら や

谷の歌舞伎芝居や黒
田・伊豆木・今田・早稲田の人形芝居は現在も地域の人々に継承され、農村舞台も各村落の神社
等に数多く残されている珍しい地域です。533世帯の長野県下伊那郡大鹿村。村の地芝居は、
隔絶された立地条件とめまぐるしい社会変化の中で生きてきた人々の心の拠り所、祈りに似た
ものとして脈々と受け継がれてきました。（写真：一

いちのたにふたばぐんき

谷嫩軍記　須
す ま

磨浦
うらのだん

の段）



　春公演の５月３日は残念ながら雨。会場の大鹿村下市場大
たいせき

磧神社境内から大鹿小学校体育館
へと変更。境内の舞台は、1818（文政元）年に建造された切妻造妻入二階建。花道も常設さ
れています。耕地の少ない急

きゅうしゅん

峻な山々に囲まれたわずかな平地に生きる村人は、食を切り詰め
ても歌舞伎のための舞台を建立してきました。わずか数十戸の集落にも舞台が造られたのは驚
きです。神社や御堂の境内に芝居専用の舞台が、大鹿村に７か所残っているそうです。



　今回の演目は、「一
いちのたにふたばぐんき

谷嫩軍記　須
す ま

磨浦
うらのだん

の段」と「菅
すがわらでんじゅてならいかがみ

原伝授手習鑑　寺
て ら こ や の だ ん

子屋の段」でした。両
演目ともよく知られています。出演者は、役場、森林組合、消防団、農協や中学校・小学校の
教諭、旅館や商店、農家など村で働く人たち。おひねりがいっぱい飛んでくるのも、すごい。
最後に観客と出演者が一緒になってお手打ち。見終えた人々は、それぞれの思いを背負って帰
路につくのでしょう。



　村民の多くが歌舞伎を演じ、浄瑠璃を語ります。江戸時代の地芝居等の禁止令、戦前の弾圧
などの中でも、引き継がれてきました。下伊那地域での伝統芸能の継承とコミュニティの形成
は分かつことができないのではないでしょうか。歌舞伎や人形浄瑠璃には、家族や平和が土台
になっていると聞きました。（大鹿村教育委員会資料および『飯田下伊那史料叢書３　建造物
編　２　農村舞台』飯田市歴史研究所を参考。写真・文　下野祇園）
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えっ‼　
　生活保護・福祉事務所に

「警官OB」を配置
 

全国公的扶助研究会　事務局長　渡
わたなべ

辺　潤
じゅん

さん

　

平
成
一
九
年
度　

一
万
五
九
七
九
件
（
一
・
四
四
％
）　　

九
一
億
八
二
九
九
万
円
（
〇
・
三
五
％
）

　

平
成
二
〇
年
度　

一
万
八
六
二
三
件
（
一
・
六
二
％
）　

一
〇
六
億
一
七
九
八
万
円
（
〇
・
三
九
％
）

　

平
成
二
一
年
度　

一
万
九
七
二
六
件
（
一
・
五
四
％
）　

一
〇
二
億
一
四
七
〇
万
円
（
〇
・
三
三
％
）

　

平
成
二
二
年
度　

二
万
五
三
五
五
件
（
一
・
八
〇
％
）　

一
二
八
億
七
四
二
五
万
円
（
〇
・
三
八
％
）

こ
の
数
字
は
、
い
わ
ゆ
る
生
活
保
護
の
不
正
受
給
件
数
の
推
移
を
追
っ
た
も
の
で
す
。

た
し
か
に
年
々
不
正
受
給
の
件
数
や
金
額
は
増
大
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
受
給
世
帯
が
増
え
保
護

費
総
額
も
増
え
て
い
る
こ
と
に
伴
う
当
然
の
現
象
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

件
数
ベ
ー
ス（
不
正
受
給
件
数
÷
受
給
世
帯
数
）、金
額
ベ
ー
ス（
不
正
受
給
件
数
÷
生
活
保
護
費
総
額
）

で
の
発
生
率
で
見
れ
ば
、
前
者
は
二
％
弱
、
後
者
は
〇
・
四
％
弱
で
推
移
し
て
い
て
、
大
幅
な
増
加
は
な

い
の
で
す
。

不
正
受
給
に
関
す
る
報
道
ば
か
り
が
な
さ
れ
る
た
め
、
生
活
保
護
＝
不
正
受
給
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
蔓

延
し
、
あ
た
か
も
生
活
保
護
利
用
者
の
大
部
分
が
不
正
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
が
実
情
で
す
。
私
は
、
生
活
保
護
の
面
接
員
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
市
民
の
方
が
マ
ス
コ
ミ

報
道
等
を
真
に
受
け
て
、
福
祉
事
務
所
に
説
明
等
を
求
め
に
く
る
と
い
う
場
面
に
も
立
ち
会
っ
て
い
ま

す
。二

〇
一
二
年
三
月
一
日
、
厚
生
労
働
省
は
、
こ
の
よ
う
な
動
向
を
背
景
に
、
①
不
正
受
給
に
対
す
る
告

訴
等
の
手
続
き
の
円
滑
化
、
②
暴
力
団
員
と
疑
わ
れ
る
者
の
早
期
発
見
を
理
由
と
し
て
、「
警
察
官
Ｏ
Ｂ

等
を
福
祉
事
務
所
内
に
配
置
す
る
こ
と
」
を
積
極
的
に
検
討
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
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わたなべ　じゅん
東京都で生活保護ケースワーカー、生活保護面接員などを歴
任。“シンガーソング・ケースワーカー”として作詞・作曲・
歌手活動（グループ名：うまかしゅ〜）も行っている。

こ
の
間
の
取
り
組
み
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
等
の
配
置
が
平
成
二
二
年
度
段
階

で
、
す
で
に
全
国
七
四
自
治
体
（
一
一
六
人
）
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。

本
年
二
月
以
降
、
札
幌
市
白
石
区
で
の
四
〇
歳
代
姉
妹
の
凍
死
・
餓
死
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
の
六

〇
歳
代
の
両
親
と
三
〇
歳
代
の
息
子
の
餓
死
、
東
京
都
立
川
市
で
の
四
五
歳
の
母
親
と
四
歳
の
障
害
児
の

病
死
・
餓
死
、
九
〇
歳
代
と
六
〇
歳
代
の
母
娘
の
餓
死
と
い
っ
た
痛
ま
し
い
事
件
が
連
続
し
て
起
き
、
国

民
を
震
撼
さ
せ
て
い
ま
す
。

特
に
、
札
幌
市
白
石
区
の
ケ
ー
ス
は
、
三
回
も
福
祉
事
務
所
に
生
活
相
談
に
行
っ
た
の
に
、
福
祉
事
務

所
側
が
「
懸
命
な
る
就
職
活
動
」
を
指
示
し
て
追
い
返
し
、
生
活
保
護
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
点
に
お
い

て
問
題
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

福
祉
事
務
所
に
警
察
官
Ｏ
Ｂ
等
が
配
置
さ
れ
、
窓
口
で
の
対
応
等
を
常
に
行
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
市
民

を
犯
罪
者
視
す
る
、
福
祉
的
で
は
な
い
対
応
が
広
ま
る
恐
れ
が
強
い
の
で
す
。

警
察
官
Ｏ
Ｂ
等
が
生
活
保
護
現
場
に
配
置
さ
れ
れ
ば
、
ま
す
ま
す
生
活
保
護
行
政
か
ら
住
民
を
遠
ざ

け
、
孤
独
死
・
餓
死
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
強
く
危
惧
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
指
示
の
白
紙
撤
回
を
求
め
、
私
が
事
務
局
長
を
し
て
い
る
全
国
公
的
扶
助
研
究
会
と
生
活
保
護

問
題
対
策
全
国
会
議
の
連
名
で
、「
警
察
官
Ｏ
Ｂ
の
福
祉
事
務
所
配
置
指
示
の
撤
回
を
求
め
る
要
望
書
」

を
小
宮
山
洋
子
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

今
回
の
指
示
は
、
生
活
保
護
者
が
増
え
続
け
て
い
る
中
で
、
生
活
保
護
費
を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
動
き

と
呼
応
し
て
い
ま
す
。
権
利
と
し
て
の
生
活
保
護
、
国
民
の
生
存
権
を
守
る
た
め
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の

協
力
も
い
た
だ
き
、
今
回
の
指
示
を
白
紙
撤
回
さ
せ
る
た
め
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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貧
困
と
孤
立
の
深
ま
り
と
広
が
り
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
深
刻
な
事
態
を
呈
し
て
い
ま
す
。
障
害
を
持
つ
子
と

高
齢
の
母
親
の
二
人
暮
ら
し
、
そ
こ
で
母
親
の
急
病
死
、
残
さ
れ
た
子
が
餓
死
。
高
齢
姉
妹
暮
ら
し
の
餓
死

事
件
。
こ
の
よ
う
な
事
例
の
報
道
は
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
古
い
デ
ー
タ
（
二
〇
〇
六
年
）
で

す
が
、
東
京
都
二
三
区
の
孤
独
死
は
、
男
女
合
わ
せ
て
一
年
間
で
三
三
九
五
人
、
毎
日
一
〇
人
前
後
。
死
後
、

発
見
さ
れ
る
ま
で
の
平
均
日
数
は
、
男
性
一
二
日
、
女
性
六
・
五
日
で
す
（
東
京
都
監
察
医
務
院
「
東
京
都
二

三
区
に
お
け
る
孤
独
死
の
実
態
」
二
〇
一
〇
年
発
行
よ
り
）。
経
済
的
貧
困
と
関
係
の
貧
困
が
結
び
つ
き
を
強
め

て
い
ま
す
。
貧
困
で
失
っ
た
社
会
関
係
を
取
り
戻
す
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
号
で
は
、
生
活
保
護
利
用
の
実
態
と
そ
の
背
景
を
考
え
な
が
ら
、
失
っ
た
社
会
関
係
の
修
復
や
新
た
な

人
と
し
て
の
関
係
づ
く
り
か
ら
社
会
で
生
き
る
こ
と
に
踏
み
出
せ
る
力
を
育
む
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

四
月
に
行
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
掲
載
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
当
日
の
参
加
者
の
一
人
、
福ふ
く
ず
み住

節せ
つ
こ子

さ
ん
（
大
学
非
常
勤
講
師
）
よ
り
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紹
介
し
て
、
本
題
に
入
り
ま
す
。

今
回
の
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
三
人
の
報
告
者
の
方
々
、
ま
た
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
さ
れ
た
方
々
の

発
言
を
通
し
て
、
多
く
の
気
づ
き
や
学
び
の
機
会
を
得
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
私
自
身
の
課
題
を
あ

生
活
保
護
利
用
者
の

「
人
と
し
て
の
生
活
」
保
障
を
考
え
る

特 集


